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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリ及び処理ユニットを備えたコンピュータシステムにより実行される、値付きの属
性を有する商品説明と一致する、商品定義テーブルに格納された値付きの属性を有する商
品定義を識別する方法であって、
　商品定義の前記属性の値と商品説明の前記属性の値との間の類似性に基づいて類似度を
どのように生成するかを指定し、商品定義候補を識別するための基準を指定する１つまた
は複数の規定を前記メモリに格納し、および前記コンピュータシステムにおいて、特定の
商品を説明する前記商品説明を受信するステップと、
　前記処理ユニット上で実行される照合エンジンサブシステムによって、前記商品定義テ
ーブル内の前記商品定義への属性のインデックスであって、各々その属性の値を商品定義
に割り当てる属性のためのインデックスを使用することにより、前記規定にしたがって１
つまたは複数の商品定義候補を識別するステップと、
　前記１つまたは複数の商品定義候補の各々について、前記照合エンジンサブシステムに
より、比較される属性を指定する規定に従って前記商品定義候補と前記商品説明との類似
度を生成するステップであって、
　　前記商品定義候補および前記商品説明の指定された属性に点数を割り当てるステップ
と、
　　前記指定された属性に割り当てたれた点数に基づいて、前記類似度を生成するステッ
プと



(2) JP 4597122 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

　を含む類似度を生成するステップと、
　前記照合エンジンサブシステムにより、その生成された類似度が前記商品説明に最も似
ていることを示している商品定義候補となるような一致する商品定義を選択し、前記一致
する商品定義を選択したことに応答して、前記一致する商品定義に対応して前記特定の商
品の在庫が追加されたことを示す、前記メモリ内の在庫情報を更新するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記規定は、商品定義および商品説明の複数の属性の前記値の間の類似性に基づいて、
類似度をどのように生成するかを示すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記規定は１つまたは複数のフィルタを含み、前記１つまたは複数のフィルタの各々は
フィルタ類似度を生成するアルゴリズムを指定し、前記商品定義の類似度は、前記商品定
義が前記商品説明に最も似ていることを示すフィルタ類似度であることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のフィルタの少なくとも１つは、１つまたは複数の属性の属性採点
手法であって、該属性の属性類似度を生成し、前記生成された属性類似度をどのように組
み合わせるかを指定してフィルタ類似度を生成する、１つまたは複数の属性の属性採点手
法を指定することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記属性採点手法は、属性の最低点を指定し、前記最低点が満たされないとき、前記フ
ィルタの前記フィルタ類似度は類似性がないことを示すように、前記照合エンジンサブシ
ステムにより設定されることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記属性採点手法は、前記属性が前記商品定義または前記商品説明に存在してないとき
、類似性はないことを示すように前記フィルタ類似度が、前記照合エンジンサブシステム
により設定されることを指定することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記属性採点手法は、前記属性の値が前記商品定義または前記商品説明のいずれにも存
在しないとき、類似性はないことを示すように前記フィルタ類似度が、前記照合エンジン
サブシステムにより設定されることを指定することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記属性採点手法は、その属性の前記属性類似度を、予め定められた値により重み付け
された他の属性の前記属性類似度に組み合わせるときに使用すべき重み付けを指定するこ
とを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記フィルタはフィルタ類似度閾値を指定し、前記フィルタに従って生成された前記フ
ィルタ類似度が前記フィルタ類似度閾値を満たすとき、前記商品定義は前記商品説明に一
致することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フィルタは、前記フィルタ類似度閾値を超えるフィルタ類似度を識別すべき最大数
の商品定義を指定することを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記規定は１つまたは複数のフィルタを含み、前記１つまたは複数のフィルタの各々は
前記商品説明に似ている商品定義をどのように識別するかを指定することを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フィルタは、一致のために必要とされる該フィルタの前記類似度閾値となるフィル
タ類似度閾値を指定することを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記フィルタは、前記フィルタに基づいて一致とされる数が最大となる商品定義を指定
することを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記商品説明に潜在的に一致すると見なすための商品定義の潜在的に一致する類似度閾
値を指定するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　複数の商品定義が一致を示す類似度となるとき、当該商品定義を、あいまいな一致とな
る商品定義と識別するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　属性の各インデックスがその属性の値を商品定義にマッピングする、前記属性のインデ
ックスを生成するステップと、
　前記インデックスを使用して商品定義候補を識別するステップと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　特定の商品を説明する値付きの属性を有する商品説明を、前記コンピュータシステムの
メモリ内の商品定義テーブルに格納され、値付きの属性を有する商品定義に一致させるコ
ンピュータシステムであって、
　前記コンピュータシステムにおいて前記商品説明を受信し、商品説明の商品定義候補を
識別し、商品定義候補の類似度を計算し、前記類似度に基づいて、商品説明に一致し、ま
たは潜在的に一致する商品定義候補を示す照合エンジンサブシステムであって、前記商品
定義テーブルに格納された前記商品定義への属性のインデックスを使用して、前記商品定
義候補を識別し、前記商品定義候補および前記商品説明の属性に点数を割り当て、前記属
性の点数に基づいて、１つまたは複数の類似度を生成して類似度を計算するよう構成され
、一致する商品定義を、前記類似度に基づいて前記商品定義候補から選択することに応答
して、前記一致する商品定義に対応して前記特定の商品の在庫が追加されたことを示す、
前記メモリ内の在庫情報を更新するよう構成され、前記コンピュータシステムの処理ユニ
ット上で実行する照合エンジンサブシステムと、
　ユーザが潜在的に一致する商品定義を商品説明に一致するものと指定する、前記コンピ
ュータシステム上で実行する手動照合サブシステムと
　を備えたことを特徴とするコンピュータシステム。
【請求項１８】
　商品定義候補が１つだけ前記商品説明に一致すると、その商品定義候補を前記商品説明
に一致するものと指定することを特徴とする請求項１７に記載のコンピュータシステム。
【請求項１９】
　前記手動照合サブシステムは、一致する可能性のある商品定義候補が複数存在するとき
、前記ユーザが、２つ以上の一致する商品定義のうちの１つを前記商品説明に一致するも
のとして指定することができるよう構成されることを特徴とする請求項１７に記載のコン
ピュータシステム。
【請求項２０】
　前記照合エンジンサブシステムは、前記類似度の計算に、商品定義および商品説明の前
記属性の前記値の間の類似性に基づいて、類似度をどのように生成するかを指定し、およ
び商品定義候補を識別するための基準を指定する規定を使用することを特徴とする請求項
１７に記載のコンピュータシステム。
【請求項２１】
　前記規定は、商品説明および商品定義の異なる属性に基づいて類似度をどのように計算
するかを指定することを特徴とする請求項２０に記載のコンピュータシステム。
【請求項２２】
　前記規則は、異なる属性の類似度をどのように組み合わせるかを指定することを特徴と
する請求項２１に記載のコンピュータシステム。
【請求項２３】
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　前記規則は、属性の類似度に割り当てられた重み付けを使用して、異なる属性のための
類似度をどのように組み合わせるかを指定することを特徴とする請求項２２に記載のコン
ピュータシステム。
【請求項２４】
　前記商品説明は店舗が在庫として有する製品を指定し、前記商品定義は製品カタログ内
の製品に対応することを特徴とする請求項１７に記載のコンピュータシステム。
【請求項２５】
　メモリ及び処理ユニットを備えたコンピュータシステムにより実行されると、値付きの
属性を有する商品説明に一致する、値付きの属性を有し商品定義テーブルに格納された商
品定義を識別する方法を、前記コンピュータシステムに実行させるプログラムを含むコン
ピュータ読取可能な媒体であって、該方法は、
　商品定義の前記属性の値と商品説明の前記属性の値との間の類似性に基づいて類似度を
どのように生成するかを指定し、商品定義候補を識別するための基準を指定する１つまた
は複数の規定を前記メモリに格納し、および前記コンピュータシステムにおいて、特定の
商品を説明する前記商品説明を受信するステップと、
　前記処理ユニット上で実行される照合エンジンサブシステムによって、各々その属性の
値を商品定義に割り当てる、属性のインデックスを使用することにより、前記規定にした
がって１つまたは複数の商品定義候補を識別するステップと、
　前記１つまたは複数の商品定義候補の各々について、前記照合エンジンサブシステムに
より、比較される属性を指定する規定に従って前記商品定義候補と前記商品説明との類似
度を生成するステップであって、
　　前記商品定義候補および前記商品説明の指定された属性に点数を割り当てるステップ
と、
　　前記指定された属性に割り当てたれた点数に基づいて、前記類似度を生成するステッ
プと
　を含む類似度を生成するステップと
　前記照合エンジンサブシステムにより、その生成された類似度が前記商品説明に最も似
ていることを示している商品定義候補となるような一致する商品定義を選択し、前記一致
する商品定義を選択したことに応答して、前記一致する商品定義に対応して前記特定の商
品の在庫が追加されたことを示す、前記メモリ内の在庫情報を更新するステップと
　を備えたことを特徴とするコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項２６】
　前記規定は、商品定義および商品説明の複数の属性の前記値の間の類似性に基づいて、
類似度をどのように生成するかを示すことを特徴とする請求項２５に記載のコンピュータ
読取可能な媒体。
【請求項２７】
　前記規定は１つまたは複数のフィルタを含み、前記１つまたは複数のフィルタの各々は
フィルタ類似度を生成するアルゴリズムを指定し、前記商品定義の類似度は、前記商品定
義が前記商品説明に最も類似することを示す前記フィルタ類似度であることを特徴とする
請求項２５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項２８】
　前記１つまたは複数のフィルタの少なくとも１つは、
　１つまたは複数の属性の属性採点手法であって、該属性の属性類似度を生成し、前記生
成された属性類似度をどのように組み合わせるかを指定してフィルタ類似度を生成する、
１つまたは複数の属性の属性採点手法を指定することを特徴とする請求項２７に記載のコ
ンピュータ読取可能な媒体。
【請求項２９】
　前記属性採点手法は、属性の最低点を指定し、前記最低点が満たされないとき、前記フ
ィルタの前記フィルタ類似度は類似性がないことを、前記照合エンジンサブシステムによ
り示すように設定されることを特徴とする請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な媒
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体。
【請求項３０】
　前記属性採点手法は、前記属性が前記商品定義または前記商品説明に存在してないとき
、類似性はないことを示すように前記フィルタ類似度が、前記照合エンジンサブシステム
により設定されることを指定することを特徴とする請求項２８に記載のコンピュータ読取
可能な媒体。
【請求項３１】
　前記属性採点手法は、前記属性の値が前記商品定義または前記商品説明において有効で
はないとき、類似性はないことを示すように前記フィルタ類似度が、前記照合エンジンサ
ブシステムにより設定されることを指定することを特徴とする請求項３０に記載のコンピ
ュータ読取可能な媒体。
【請求項３２】
　前記属性採点手法は、その属性の前記属性類似度を、予め定められた値により重み付け
された他の属性の前記属性類似度に組み合わせるときに使用すべき重み付けを指定するこ
とを特徴とする請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項３３】
　前記フィルタは、フィルタ類似度閾値を指定し、前記フィルタに従って生成された前記
フィルタ類似度が前記フィルタ類似度閾値を満たすとき、前記商品定義は前記商品説明に
一致することを特徴とする請求項３２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項３４】
　前記フィルタは、前記フィルタ類似度閾値を超えるフィルタ類似度を識別すべき最大数
の商品定義を指定することを特徴とする請求項３３に記載のコンピュータ読取可能な媒体
。
【請求項３５】
　前記規定は１つまたは複数のフィルタを含み、前記１つまたは複数のフィルタの各々は
前記商品説明に類似する商品定義をどのように識別するかを指定することを特徴とする請
求項２５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項３６】
　前記フィルタは、一致のために必要とされる該フィルタの前記類似度閾値となるフィル
タ類似度閾値を指定することを特徴とする請求項３５に記載のコンピュータ読取可能な媒
体。
【請求項３７】
　前記フィルタは、前記フィルタに基づいて一致とされる数が最大となる商品定義を指定
することを特徴とする請求項３５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【請求項３８】
　前記商品説明に潜在的に一致すると見なすための商品定義の潜在的に一致する類似度閾
値を指定するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項２５に記載のコンピュータ
読取可能な媒体。
【請求項３９】
　複数の商品定義が一致を示す類似度となるとき、当該商品定義を、あいまいな一致とな
る商品定義と識別するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項２５に記載のコン
ピュータ読取可能な媒体。
【請求項４０】
　属性の各インデックスがその属性の値を商品定義にマッピングする、前記属性のインデ
ックスを生成するステップと、
　前記インデックスを使用して商品定義候補を識別するステップと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項２５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明の技術は一般に、商品説明と商品定義とを一致させることに関する。
【背景技術】
【０００２】
　単一のＷｅｂサイトを介して、多くの店舗が商品である製品およびサービスを宣伝し、
販売することができる電子商取引Ｗｅｂサイトが一部で存在する。Ｗｅｂサイトは、Ｗｅ
ｂサイトを介して購入することができるすべての店舗のすべての製品を説明した製品カタ
ログを管理する（ｍａｉｎｔａｉｎ）ことができる。さらに、Ｗｅｂサイトは、各店舗の
在庫の記録を保持することができる。Ｗｅｂサイトを介して製品を購入することを望む顧
客は、検索エンジンを閲覧または使用して、目的の製品があるかどうか製品カタログを検
索することができる。目的の製品が見つかると、Ｗｅｂサイトは、目的の商品が在庫にあ
る店舗、目的の商品の価格、発送条件などを在庫表から識別することができる。次いで顧
客は、例えば最も安い価格で提供している店舗から目的の商品を購入することができる。
Ｗｅｂサイトは、顧客から支払い情報および出荷情報を収集するよう調整することができ
る。次いでＷｅｂサイトはその店舗に通知し、その店舗はその出荷情報に従って製品を出
荷する。Ｗｅｂサイトは、クレジットカード会社などの金融機関から支払いを集金するこ
とができる。次いでＷｅｂサイトは、製品の販売手数料を確保し、残りを店舗に払うよう
にすることができる。また、Ｗｅｂサイトは、商品の販売を反映するように、店舗の在庫
を更新することもできる。
【０００３】
　こうしたＷｅｂサイトは、店舗がＷｅｂサイトによって管理されているその在庫情報を
更新することができる様々なサービスを提供することができる。例えば、Ｗｅｂサイトは
、店舗から現在の在庫情報のファイルをアップロードするバルクローダを提供することが
できる。バルクローダは、在庫情報をスキャンしてそれが正しいフォーマットであること
を確認した上で、その店舗の既存の在庫情報を更新することができる。在庫情報は、その
在庫情報がアップロードされている各製品に関連付けられている製品カタログ内の製品に
割り当てられていなければならない。例えば、製品が本である場合、在庫情報は、その本
の国際標準図書番号（「ＩＳＢＮ」）を含むことができる。製品カタログは、その本を表
すＩＳＢＮを含むエントリを有する。在庫内の各製品が製品カタログ内の製品に割り当て
られていれば、顧客が製品カタログを閲覧すると、Ｗｅｂサイトは、その製品の対応する
在庫を特定して表示することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、在庫にある各製品を一意に識別する業界標準方法は存在しない。その結
果、アップロードされた在庫情報は、製品カタログ内の製品に正しく、または一意に関連
付けられていない可能性がある。このような状況であるものの、アップロードされた在庫
情報は、製品カタログ内の対応する製品を一意に識別することを支援する、タイトル、出
版社、製造元、部品番号、および価格などの製品の属性を含むことができる。一方、各製
品を一意に識別する業界標準方法があるとしても、各店舗は、各自のデータベース内のそ
の一意の識別方法を使用しない場合があるため、その在庫情報をアップロードするときに
その一意の識別を提供する簡単な方法がない。さらに、製品カタログには何十万もの製品
があり得るため、各店舗が一意の識別を使用しようと試みたとしても、識別自体の様々な
誤りが起こることが予想される。例えば、ある店舗のデータ入力オペレータは、一意の識
別子を間違ってタイプしたり、単に誤った識別子を入力したりする可能性がある。さらに
、店舗では、製品カタログにおいてまだ定義されていない新しい製品に関連する情報のア
ップロードが試みられる場合もある。
【０００５】
　在庫内の製品を製品カタログ内の製品に自動的に一致させるシステムを有すること、ま
た、可能でない場合、在庫内の製品を製品カタログ内の製品に手動で一致させることを容
易にすることが望ましい。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　商品説明に一致する商品定義を自動的に識別する方法およびシステムが提供される。一
実施形態において、商品権限システムは、商品説明（例えば在庫内のある商品に対応する
）を受信し、その商品説明を様々な商品定義（例えば製品カタログ内の製品に対応する）
と比較する照合エンジンを提供する。商品定義は、各商品の正式の定義と見なされるもの
を提供する。例えば、商品定義は、商品の業界標準の一意の識別子、または商品を一意に
識別する属性（タイトルなど）の値を含むことができる。照合エンジンは、その商品説明
に最も似た商品定義を、一致する商品定義と識別する。定義が追加情報によって増強され
る、またはより正確な情報で訂正されるので、商品定義は、時間が経つにつれて改善する
ことができる。
【０００７】
　照合エンジンは、一実施形態において、商品定義と商品説明との間の類似性をどのよう
に決定すべきかを指定する規定（ｒｕｌｅｓ）を使用する。これらの規定は、その属性の
比較に基づいて商品定義と商品説明の類似度をどのように計算するかを指定する。また、
規定は、商品定義が商品説明に一致するために満たされるべき類似度閾値を指定すること
もできる。例えば、商品定義と商品説明との間の類似度が０．８であり、類似度閾値が０
．７５である場合、商品定義と商品説明とは一致と見なすことができる。しかし、類似度
閾値が０．９である場合、商品定義と商品説明とは一致とは見なされない。一実施形態に
おいて、規定は、類似度を計算するために、「フィルタ」と呼ばれる複数の方法を指定す
ることができる。例えば、商品が本である場合、ある類似度は、商品説明のＩＳＢＮと商
品定義のＩＳＢＮとの間の類似性に基づいて計算することができ、別の類似度は、商品説
明と商品定義との間のタイトル属性および著者属性の類似性に基づいて計算することがで
きる。一実施形態において、類似度は、複数の属性に基づいて計算されるとき、属性ごと
の類似度の重み付きの組み合わせとすることができる。例えば、タイトル属性の重みが０
．７５であり、著者属性の重みが０．２５であってもよい。これは、タイトル間の類似性
が著者間の類似性より一致を示すことを示している。類似度を計算する各方法、つまり各
フィルタは、商品説明と商品定義が一致しているかどうかを示すそれ自体の類似度閾値を
有することができる。したがって、この例において、ＩＳＢＮが同じである場合、商品説
明と商品定義とは一致と見なすことができる。しかし、ＩＳＢＮが商品説明に見当たらな
い場合、タイトルおよび著者が極めて似ているときに商品説明と商品定義とを一致と見な
すことができる。
【０００８】
　照合エンジンは、類似度閾値を上回る類似度を有する商品定義を１つだけ識別した場合
、この識別定義が識別説明に一致することを示している。こうした場合、識別説明によっ
て記述されている商品を、一致する商品定義に対応する在庫に追加することができる。し
かし、照合エンジンは、類似度閾値を上回る類似度を有する商品定義を複数個識別した場
合、商品説明をあいまいなものとして識別する。こうした場合には、商品権限システムは
、ユーザがあいまいさを解決することができる手動照合サブシステムを提供することがで
きる。商品定義の類似度がいずれも類似度閾値を超えず、しかし少なくとも１つの商品定
義が潜在的な一致であることを示す類似度を有する（すなわちほぼ一致の類似度閾値を上
回る）場合、照合エンジンは、ユーザが必要に応じて一致する商品定義を手動で識別する
ことができるように、商品説明および潜在的な一致する商品定義を手動照合サブシステム
に提供することができる。これらの潜在的に一致する可能性がある商品定義は、手動操作
を待つ「解決キュー（ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｑｕｅｕｅ）」に入れられる。
【０００９】
　照合エンジンは、潜在的に一致する可能性がある商品定義を識別しなかった場合、新し
い商品定義を定義すべき新しい商品についての資格をその商品説明に与えるかどうかを決
定する。その商品説明が資格を与えられた場合、新しい商品定義が製品カタログに追加さ
れる。その商品説明が資格を与えられなかった場合、照合エンジンは、手動操作を待つ解
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決キューにそれを入れる。こうした場合、ユーザは、一致する商品定義を手動で示し、ま
たは新しい商品定義を定義することを手動で示す必要がある。あるいは、照合エンジンは
、その商品説明がどの商品定義にも一致せず、製品カタログへの追加の資格を得られない
場合、それを破棄することができる。このように、商品権限システムは、可能な場合、商
品説明の一致する商品定義を自動的に識別し、可能でない場合、潜在的に一致する可能性
がある商品定義を提供して手動により照合を行うようにし、または商品説明を破棄する。
商品定義の集まり（製品カタログなど）は、商品の正式の定義であるため、「商品権限」
と見なすことができる。
【００１０】
　商品権限システムは、一実施形態において、自動的に一致させることができない商品定
義への商品説明の一致を容易にする手動照合サブシステムを備える。照合エンジンは、手
動照合サブシステムに、識別されたあいまい一致（ａｍｂｉｇｕｏｕｓ　ｍａｔｃｈｉｎ
ｇ）となり、または潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義とともに、一致を識別
することができない商品説明を提供する。手動照合サブシステムは、ユーザが、あいまい
一致となり、および潜在的に一致する可能性がある商品定義とともに、不一致の商品説明
（すなわち解決キュー内のもの）を見ることができるユーザインターフェイスを提供する
。ユーザは、商品定義についての詳細な情報を要求し、一致があるとしたらどの商品定義
がその商品説明に一致するかを手動で示すことができる。あいまい一致となり、または潜
在的に一致する可能性がある商品定義のいずれも商品説明に一致しない場合、手動照合サ
ブシステムによって、ユーザは、商品説明に一致することができる他の商品定義の検索を
行うことができる。また、手動照合システムによって、ユーザは、複数の商品定義を単一
の商品定義にマージしたり、既存の商品定義を追加の情報で更新したりすることもできる
。複数の商品定義が基となる同じ商品を指することができる可能性がある。これは、例え
ば、照合エンジンが、商品説明が新しい商品定義を表したと誤って識別したために起こる
可能性がある。手動照合エンジンによって、ユーザは、照合エンジンによる自動一致を調
べ、適切な場合、一致を上書きすることもできる。したがって、商品権限システムは、可
能な場合、商品説明と商品定義との自動一致を提供し、可能でない場合、手動一致を提供
する。
【００１１】
　図１は、一実施形態における商品権限システムのサブシステムを示すブロック図である
。商品権限システム１００は、照合エンジンサブシステム（ｍａｔｃｈｉｎｇ　ｅｎｇｉ
ｎｅ　ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ）１１０、ストア商品サブシステム１２０、および手動照合サ
ブシステム１３０を備える。こうしたサブシステムが商品権限システムの機能の考え得る
１つの区分を表すことを当業者であれば理解されよう。商品権限システムの機能は、様々
な方法でサブシステムに分割される場合も、またはまったく分割されない場合もある。商
品権限システムは、商品定義テーブル１０１および在庫テーブル１０２と対話する。商品
定義テーブルは、製品カタログに対応しており、各商品の正式の商品定義を含む。在庫テ
ーブルは、購入できる商品ごとに在庫情報を含む。在庫情報は、店舗名、商品の価格、出
荷情報、商品定義テーブル内の一致する商品定義の一意の識別子、および商品についての
他の情報を含むことができる。照合エンジンサブシステムは、商品説明を受信し、一致す
る商品定義の識別を試みる。次いで照合エンジンは、商品説明を、商品説明の状態（ｓｔ
ａｔｕｓ）、および一致するまたは潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義の識別
とともにストア商品サブシステムに提供する。一実施形態において、状態は、一致、あい
まい、解決キュー、不一致、および新規に設定することができる。一致の状態は、商品説
明が一意の商品定義に一致することを示す。あいまいの状態は、商品説明が複数の商品定
義に一致することを示す。解決キューの状態は、潜在的に一致する可能性がある商品定義
が１つまたは複数個識別されているが、一致とする資格は与えられていないことを示す。
一実施形態において、あいまいの状態および解決キューの状態は、単一の状態に結合する
ことができる。というのは、複数の一致した商品定義と１つまたは複数の潜在的に一致す
る可能性がある商品定義との間の区別は、手動照合サブシステムを使用しているユーザに
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とっては重要ではない場合があるからである。新規の状態は、商品説明が商品定義テーブ
ルに自動的に追加することができる新しい商品定義を表すことを意味する。不一致の状態
は、一致するまたは潜在的に一致する可能性がある商品定義が見つからず、商品説明が新
しい商品定義を自動的に作成する基準を満たさないことを意味する。ストア商品サブシス
テムは、商品説明、状態、および一致するまたは潜在的に一致する可能性がある商品定義
を照合エンジンサブシステムから受信する。ストア商品サブシステムは、一致したことが
検出されたかどうかを示す商品説明に基づいて在庫テーブルを更新し、新規の状態の商品
説明の新しいエントリを商品定義テーブルに加える。ストア商品サブシステムは、不一致
の商品説明のリスト（または識別）を手動照合サブシステムに渡す。手動照合サブシステ
ムは、ユーザが解決キュー内の商品説明を商品定義に手動で一致させ、以下でより詳しく
説明するように他のタスクを行うことができるユーザインターフェイスを提供する。
【００１２】
　図２は、一実施形態における照合エンジンサブシステムの構成要素を示すブロック図で
ある。照合エンジンサブシステム１１０は、照合機能を行う構成要素２０１～２０８、規
定テーブル２１１、およびインデックス２１２を備える。一実施形態において、構成要素
は、コンピュータシステム上で実行されるコンピュータプログラムとして実装される。こ
うした構成要素の構成は、１つの考え得る構成を示している。照合エンジンの機能は異な
る多くの方法で複数の構成要素に構成することができることを当業者であれば理解されよ
う。商品権限システムは、通信リンクを介して商品説明を受信する１つまたは複数のコン
ピュータシステム上に実装することができる。各コンピュータシステムは、中央処理装置
、メモリ、入力装置（キーボードやポインティング装置など）、出力装置（表示装置など
）、および記憶装置（ディスクドライブなど）を備えることができる。メモリおよび記憶
装置は、商品権限システムを実施する命令を格納することができるコンピュータ読取可能
な媒体である。さらに、データ構造およびメッセ―ジ構造は、通信リンク上の信号など、
データ送信媒体を介して格納または送信される要求および応答を含む。照合エンジンサブ
システム、ストア商品サブシステム、および手動照合サブシステムはそれぞれ、異なるコ
ンピュータシステム上、または同じコンピュータ上で実行することができる。商品権限シ
ステムの特定の構成をカスタマイズして、システムの達成目標を満たすことができること
を当業者であれば理解されよう。
【００１３】
　照合エンジンの規定テーブル２１１は、商品のカテゴリごとに様々な規定を含んでいる
。例えば、規定テーブルは、本の商品カテゴリの１組の規定、および家庭用電化製品の商
品カテゴリの別個の１組の規定を含むことができる。一実施形態において、各規定は、商
品定義に一致するように商品説明の基準を指定する１つまたは複数のフィルタを含む。各
フィルタは、１つまたは複数の属性、および商品説明と商品定義との間の類似性を量的に
表す採点アルゴリズムを指定する。
【００１４】
　インデックス２１２によって、いくつかの値に一致する商品定義テーブル１０１のエン
トリへの迅速なアクセスが可能になる。一実施形態において、規定のフィルタによって表
される各属性のインデックスが生成される。例えば、本のカテゴリの規定が、ＩＳＢＮ属
性およびタイトル属性を指定するフィルタを有する場合、ＩＳＢＮ属性のインデックスお
よびタイトル属性の別のインデックスが作成される。照合エンジンは、インデックスを使
用して、所与の属性値に対応する商品定義を迅速に識別する。一実施形態において、イン
デックスは、商品定義テーブルの変更を反映するために、例えば毎日など定期的に更新さ
れる。定期的な更新のみでは、インデックスは、商品定義テーブルの現在の状態を表すこ
とができない場合がある。特に、商品定義は、インデックスが最後に生成された後で商品
定義テーブルに追加されている場合がある。インデックスが古い場合があるため、インデ
ックスを検索した後、照合エンジンは、商品定義テーブル内で新しく定義されたすべての
商品（すなわち最後のインデックスの更新後に定義された商品）を検索した上で新しい商
品定義を商品定義テーブルに追加して、同じ商品の重複する商品定義が作成されないよう
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【００１５】
　商品照合構成要素（ｉｔｅｍ　ｍａｔｃｈｅｒ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０１は、照合
エンジンの処理全体を制御する。商品照合構成要素２０１は、商品説明を受信し、商品説
明およびその状態を、一致するまたは潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義の指
示とともに出力する。商品照合構成要素２０１は、最初に、カテゴライザ２０２を使用し
て、商品説明に関連付けられているカテゴリを識別する。カテゴリは、商品説明内のいく
つかのデータフィールドを調べることによって識別される。例えば、カテゴライザ２０２
は、製品の種別（家庭用電化製品、玩具など）を表すフィールド、および製品の下位種別
（ＤＶＤ、動物のぬいぐるみなど）を表す第２のフィールドを検査することができる。こ
れらのフィールドの値は、異なるユーザ定義カタログに割り当てられる。次いで商品照合
構成要素２０１は、規定テーブル２１１から識別されたカタログの規定を取り出す。次い
で商品照合構成要素２０１は、商品定義への一致構成要素（ｍａｔｃｈ　ｔｏ　ｉｔｅｍ
　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎｓ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０３を呼び出して、そのカテゴリの
規定に基づいて商品説明に一致する商品定義を識別する。
【００１６】
　商品照合構成要素２０１は、識別されたカテゴリの規定ならびに一致するおよび潜在的
に一致する可能性がある商品定義に基づいて商品説明の状態を設定する。商品定義への一
致構成要素２０３は、最初に、商品定義候補の識別構成要素（ｉｄｅｎｔｉｆｙ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ　ｉｔｅｍ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎｓ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０４を使用
して商品定義候補を識別する。商品定義候補とは、それらが商品説明に一致しているかど
うかについての詳細な分析のために選択された１組の商品定義を表す。何十万もの商品定
義がある可能性があるため、各商品定義に対して詳細な分析を行うことは非現実的である
。商品定義候補とは、一致する商品定義を含んでいる可能性が高く、商品定義テーブル１
０１内の商品定義の総数の一部となり得る商品定義の最初の選択を表す。商品定義候補の
識別構成要素は、一実施形態において、識別されたカテゴリの各規定の指定されたフィル
タを使用して、インデックスに基づいて商品定義候補を取り出す。次いで商品定義への一
致構成要素２０３は、規定ごとに規定の一致の識別構成要素（ｉｄｅｎｔｉｆｙ　ｒｕｌ
ｅ　ｍａｔｃｈｅｓ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０５を呼び出して、商品定義候補を渡し、
代わりに一致するまたは潜在的に一致する可能性がある商品定義を受信する。一致する商
品定義が識別されると、商品定義への一致構成要素２０３は、他の任意の規定を評価する
ことなく、その一致する商品定義を戻す。一致する商品定義が見つからない場合、商品定
義への一致構成要素２０３は、識別された潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義
を戻す。本明細書にさらに記載するように、規定の一致の識別構成要素２０５は、規定を
商品定義候補に適用して、商品定義の類似度を計算する。規定の一致の識別構成要素２０
５は、フィルタの一致の識別構成要素（ｉｄｅｎｔｉｆｙ　ｆｉｌｔｅｒ　ｍａｔｃｈｅ
ｓ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０６を呼び出して、各フィルタの商品定義候補ごとに類似度
を計算する。フィルタの一致の識別構成要素２０６は、フィルタごとにフィルタ適用構成
要素（ａｐｐｌｙ　ｆｉｌｔｅｒ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）２０７を呼び出して得点を計算
する。フィルタ適用構成要素２０７は、フィルタによって指定された様々な採点メソッド
２０８を呼び出して、属性の類似度を計算する。例えば、属性を比較し、類似性を示す類
似度を生成する採点メソッド２０８がある。一実施形態において、類似度は、０と１の間
で変動し、０は非常に異なることを示し、１は非常に似ていることを示す。
【００１７】
　表１は、一実施形態における本のカテゴリの１組の規定例を含む。
【００１８】
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【表１】

【００１９】
【表２】

【００２０】
　規定は、拡張可能なマーク付け言語（「ＸＭＬ」）を使用して指定される。この例にお
いて、本のカテゴリは、ｂｏｏｋｓタグ（行１と行５４）によって区切られた１組の規定
を有する。このカテゴリは、２つの規定（行２～２０および行２１～４５）を新しい商品
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定義基準（行４６～５３）とともに含む。「ｂｏｏｋｓ」タグ（行１）は、解決キュー閾
値（すなわち潜在的に一致する可能性がある類似度閾値）が０．８であることを示す「ｒ
ｅｓｏｌｕｔｉｏｎ＿ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ」フィールドを含む。つまり、類似度が０．８
を上回る商品定義候補のみが潜在的な一致と見なされる。「ｒｕｌｅ」タグ（行２～２０
）によって区切られた第１の規定は、「ｆｉｌｔｅｒ」タグ（行３～７、８～１３、１４
～１９）によって区切られた３つのフィルタを含む。「ｒｕｌｅ」タグは、「ｎａｍｅ」
フィールドおよび「ｓｅａｒｃｈ＿ｓｉｚｅ」フィールド（行２）を含む。第１の規定の
名前は「ＩＳＢＮ」であり、検索サイズは１００である。規定の検索サイズは、商品定義
テーブルから識別される商品定義候補の数を示す。各フィルタは、類似度の計算に使用さ
れる１つまたは複数の属性を識別する。例えば、第２のフィルタ（行８～１３）は、その
フィルタに関連付けられている類似度の計算に使用されるＩＳＢＮ属性（行９）および著
者属性（行１０）の属性採点技術を示す。「ｃｒｉｔｅｒｉａ」フィールドは、結果とし
て得られた属性類似度が０．９９を上回っていなければならないことを示し、そうでなけ
れば、フィルタの類似度は０に設定される。「ｗｅｉｇｈｔ」フィールドは、フィルタの
類似度を計算するときにこの属性に与えられた属性類似度の重みを示す。この例において
、ＩＳＢＮ属性は０．７５の重みを有し、著者属性は０．２５の重みを有する。したがっ
て、フィルタ類似度は、０．７５のＩＳＢＮ類似度および０．２５の著者類似度を追加す
ることによって計算される。「ｐｒｅｓｅｎｔ」フィールドは、類似度を計算するために
この属性が商品定義内に存在していなければならないことを示す。「ｖａｌｉｄ」フィー
ルドは、類似度を計算するためにこの属性値が商品定義において有効でなければならない
ことを示す。また、「ｐｒｅｓｅｎｔ」フィールドおよび「ｖａｌｉｄ」フィールドは、
商品説明のデータの保全性のテストにも使用される。商品説明が存在しているべき属性を
有していない場合、またはその属性値が有効であるべきときに無効である場合、商品権限
システムは、どの商品定義もそのフィルタについて一致または潜在的に一致として識別し
ない。フィールドの「ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ」タグは、最低フィルタ類似度が一致と見なさ
れることを示す。フィルタ類似度が類似度閾値を上回る場合、商品定義は一致に指定され
る。属性タグによって指定された採点メソッドを使用して属性類似度が計算される。例え
ば、ＩＳＢＮ属性は、属性類似度を生成するときに「ｗｏｒｄｍａｔｃｈ」メソッドが使
用されることを示す「ｍｅｔｈｏｄ」フィールドを有している。ｗｏｒｄｍａｔｃｈメソ
ッドは、句読点を取り除き、トークンを作成し、商品説明および商品定義内のトークンの
集まりを比較して、２つのトークンの組の共通部分を識別する。例えば、正確な一致につ
いて文字列を比較すること（「ｅｘａｃｔｍａｔｃｈ」メソッド）、第２の文字列に等し
くなるようにある文字列を変更するのにいくつの変更が必要かを測定すること（「ｅｄｉ
ｔｄｉｓｔａｎｃｅ」メソッド）、および検出される単語の数、順序、識別を決定するこ
と（「ｏｒｄｅｒ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ」メソッド）を含めて、２つのテキスト文字列を比
較する他の多くの技術が存在していることを当業者であれば理解されよう。フィルタ類似
度が解決類似度閾値を上回る場合、商品定義は、すでに一致と指定されていないことを前
提として、潜在的に一致と指定される。フィルタの「ｓｉｚｅ」タグは、類似度閾値を上
回るフィルタの類似度を有するものとして識別される商品定義の最大数を示す。したがっ
て、ｓｉｚｅタグおよびｓｅａｒｃｈ　ｓｉｚｅフィールドは、照合エンジンによってチ
ェックされる商品定義の数に制限を設ける。商品説明について一致が見つかった場合、潜
在的に一致する可能性がある任意の商品定義を無視することができる。また、単一の商品
定義を、異なるフィルタに基づいて、一致または潜在的な一致として示すことがある。こ
うした場合、照合エンジンは、商品定義の類似度を一致の最高類似度に設定し、または一
致したことが検出されない場合、潜在的な一致の最高類似度に設定することができる。
【００２１】
　ｂｏｏｋｓ規定のｎｅｗタグは、商品説明が新しい商品定義を表すと見なされるために
満たすべき基準を示す。表１の例において、ＩＳＢＮタグ、ｔｉｔｌｅタグ、およびｂｒ
ａｎｄタグは各々、商品説明に存在し、その属性値は有効でなければならない。さらに、
商品説明のＩＳＢＮ属性の値は、すでに商品定義テーブルに存在するＩＳＢＮの複製であ
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ってはならない。ある商品説明について一致し、または潜在的に一致する可能性がある商
品定義が見つからず、商品説明が新しい基準を渡した場合、商品権限システムは、自動的
に新しい商品定義を商品定義テーブルに追加する。あるいは、システムユーザによって確
認した後でのみ、新しい商品定義を追加することができる。
【００２２】
　図３は、一実施形態における手動照合サブシステムの構成要素を示すブロック図である
。手動照合サブシステム１３０は、手動照合機能を制御する構成要素３０１～３０４、不
一致の商品説明テーブル３１１、一致する可能性がある商品定義テーブル３１２、および
変更履歴テーブル３１３を備える。不一致の商品説明テーブル３１１は、解決キュー内の
こうした商品に対応しており、照合エンジンサブシステムによって一致しなかった各商品
説明のエントリを含む。一致する可能性がある商品定義テーブル３１２は、各々の不一致
の商品説明を、照合エンジンサブシステム１１０によって識別されるあいまいなおよび潜
在的に一致する可能性がある商品定義にリンクする。変更履歴テーブル３１３は、在庫テ
ーブル１０２または商品定義テーブル１０１の各変更を記録するエントリを含む。手動照
合サブシステムを使用して変更を調べ、必要に応じて上書きすることができる。したがっ
て、新しい情報が商品定義に追加されたり、商品定義内の以前の誤った情報が訂正された
りするので、時間が経つにつれて最終的な商品定義が変わる可能性があることは理解され
よう。
【００２３】
　手動照合構成要素３０１は、ユーザが商品解決構成要素（ｉｔｅｍ　ｒｅｓｏｌｕｔｉ
ｏｎ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）３０２、在庫照合構成要素３０３、および履歴調査構成要素
（ｒｅｖｉｅｗ　ｈｉｓｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）３０４の機能を選択することが
できるユーザインターフェイスを提供する。商品解決構成要素３０２によって、ユーザは
、その状態が解決キューである不一致の商品説明を表示し、こうした商品説明を潜在的に
一致する可能性がある商品定義テーブル内の商品定義のうちの１つに一致させることがで
きる。在庫照合構成要素３０３によって、ユーザは、商品定義を調べ、在庫テーブルの不
一致の商品説明（すなわち潜在的な一致がない商品説明）を商品定義に一致させることが
できる。履歴調査構成要素３０４によって、ユーザは、在庫テーブルおよび商品定義テー
ブルに加えられた変更を表示し、上書きすることができる。
【００２４】
　図４～９は、一実施形態における照合エンジンサブシステムの構成要素のフローチャー
トを示している。図４は、一実施形態における商品照合構成要素２０１の処理を示すフロ
ーチャートである。商品照合構成要素３０３は、商品説明を受け取り、一致するまたは潜
在的に一致する可能性がある任意の商品定義の指示およびその類似度とともにその商品説
明の状態を戻す。ブロック４０１で、この構成要素は、カテゴライザ２０２を使用して商
品説明によって表される商品のカテゴリを識別する。ブロック４０２で、構成要素は、規
定テーブルから識別されたカテゴリの規定を取り出す。ブロック４０３で、構成要素は、
商品定義への一致構成要素２０３を呼び出し、その商品説明および取り出した規定を渡し
、代わりに一致するおよび潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義の識別を受信す
る。ブロック４０４～４０７で、構成要素は、商品説明の状態を決定する。決定ブロック
４０４で、少なくとも１つの商品定義が一致と指定されると、構成要素はブロック４０５
に進み、そうでない場合、構成要素はブロック４０６に進む。決定ブロック４０５で、１
つの商品定義のみが一致と指定されると、商品説明は１つの商品定義のみと一致し、構成
要素は一致の状態を返す。しかし、複数の商品定義が一致と指定されると、構成要素はあ
いまいの状態を返す。決定ブロック４０６で、潜在的に一致と指定された商品定義が少な
くとも１つある場合、構成要素は、解決キューの状態を返し、そうでない場合、構成要素
はブロック４０７に進む。決定ブロック４０７で、商品説明が「新しい」基準を渡した場
合、構成要素は、新規の状態を返し、そうでない場合、構成要素は不一致の状態を返す。
【００２５】
　図５は、一実施形態における商品定義への一致構成要素２０３の処理を示すフローチャ
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ートである。この構成要素は、商品説明の指示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）および１組の規
定を受け取り、一致し、または潜在的に一致する可能性がある商品定義の指示を返す。構
成要素は、ループして、渡された規定の各々を選択し、その規定の商品定義候補を識別し
、その規定に従って一致し、または潜在的に一致する可能性がある商品定義を識別する。
規定を評価する際、構成要素は、実際に一致する１つまたは複数の商品定義を識別する場
合、任意の追加の規定を評価することなくこうした商品定義を返す。しかし、構成要素が
実際に一致すると識別しない場合、構成要素は、すべての規定を評価し、識別された潜在
的に一致する可能性がある任意の商品定義を返す。ブロック５０１で、構成要素は次の規
定を選択する。決定ブロック５０２で、実際に一致する商品定義を識別することなく、す
べての規定がすでに選択されている場合、構成要素は、潜在的に一致する可能性がある任
意の商品定義を返し、そうでない場合、構成要素はブロック５０３に進む。ブロック５０
３で、構成要素は、商品定義候補の識別構成要素を呼び出し、代わりに選択された規定の
商品定義候補のリストを受信する。ブロック５０４で、構成要素は、規定の一致の識別構
成要素を呼び出して、選択された規定に一致し、または潜在的に一致する可能性がある商
品定義候補を識別する。決定ブロック５０５で、一致する商品定義が１つまたは複数個識
別されると、構成要素は、こうした一致する商品定義を返し、そうでない場合、構成要素
はブロック５０６に進む。ブロック５０６で、構成要素は、規定に潜在的に一致する可能
性がある任意の商品定義を、商品説明に潜在的に一致する可能性がある商品定義の集まり
に追加する。次いで構成要素は、ブロック５０１にループして、次の規定を選択する。
【００２６】
　図６は、一実施形態における商品定義候補の識別構成要素２０４の処理を示すフローチ
ャートである。この例示の実施形態において、構成要素は、その規定の第１のフィルタで
識別された属性に基づいて商品定義を識別する。つまり、構成要素は、その属性値がその
ル―ルの第１のフィルタで指定された任意のまたはすべての属性について商品説明内の属
性値に正確に一致する商品定義を識別する。例えば、表１の第２の規定（行２１～４５）
は、その第１のフィルタのｔｉｔｌｅおよびｐｒｏｄｕｃｔ＿ｔｙｐｅ＿ｉｄの属性を有
する。したがって、この構成要素は、こうした属性のうちの一方または両方に正確に一致
するすべての商品定義を（最大検索サイズまで）取り出す。異なる多くの技術を使用して
商品説明候補を識別することができることを当業者であれば理解されよう。例えば、商品
説明候補は、正確な一致ではなく、属性値の近さに基づいて識別することができる。また
は、商品説明候補は、すべての属性値が存在する場合のみ識別することができる。ブロッ
ク６０１～６０３で、構成要素は、ループして、商品説明から属性値のクエリを作成する
。フィールドデータ（ｆｉｅｌｄｅｄ　ｄａｔａ）上での回復（ｒｅｃｏｖｅｒｙ）を可
能にする任意の情報取り出しシステムがクエリの実行に適していることを理解されたい。
例えば、クエリは、その規定の第１のフィルタの属性ごとに「ｗｈｅｒｅ」節を含むＳＱ
Ｌクエリとすることができる。次いでインデックスに対してクエリが実行される。表１内
の第２の規定のクエリは次のようになる。
【００２７】
【表３】

【００２８】
　ブロック６０１で、構成要素は、その規定の第１のフィルタの次の属性を選択する。決
定ブロック６０２で、第１のフィルタのすべての属性がすでに選択されている場合、構成
要素はブロック６０４に進み、そうでない場合、構成要素はブロック６０３に進む。ブロ
ック６０３で、構成要素は、商品説明の属性および属性値を示す「ｗｈｅｒｅ」ステート
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メントをクエリに追加する。次いで構成要素は、ブロック６０１にループして、次の属性
を選択する。ブロック６０４で、構成要素は、規定によって指定された結果の検索サイズ
数に限定されたクエリを実行する。一実施形態において、照合エンジンによって生成され
たインデックスに対してクエリが実行される。次いで構成要素は、クエリ結果を商品定義
候補として返す。
【００２９】
　図７は、一実施形態における規定の一致の識別構成要素２０５の処理を示すフローチャ
ートである。この構成要素は、商品説明、規定、および商品定義候補を受け取り、商品説
明に一致し、または潜在的に一致する可能性がある商品定義の指示を返す。ブロック７０
１で、構成要素はその規定の次のフィルタを選択する。一実施形態において、構成要素は
、第１のフィルタを使用して商品定義候補を識別すると、その規定の第１のフィルタをス
キップすることができる。決定ブロック７０２で、すべてのフィルタがすでに選択されて
いる場合、構成要素は、一致するおよび潜在的に一致する可能性がある商品定義の指示を
返し、そうでない場合、構成要素はブロック７０３に進む。ブロック７０３で、構成要素
は選択されたフィルタについてフィルタの一致の識別構成要素２０６を呼び出し、フィル
タに基づいて一致または潜在的に一致する可能性がある商品定義の指示を受信する。ブロ
ック７０４で、構成要素は、フィルタに一致するまたは潜在的に一致する可能性がある返
された商品定義を、その規定について一致し、または潜在的に一致する可能性がある商品
定義の集まりに追加し、次いでブロック７０１にループして、次のフィルタを選択する。
【００３０】
　図８は、一実施形態におけるフィルタの一致の識別構成要素２０６の処理を示すフロー
チャートである。この構成要素は、商品説明、フィルタ、および商品定義候補の指示を受
け取り、その類似度に一致し、または潜在的に一致する可能性がある商品定義候補のリス
トを返す。また、構成要素は、商品説明の保全性をテストし、それがテストをパスしない
場合、一致するまたは潜在的に一致する可能性がある任意の商品定義を破棄する。ブロッ
ク８０１～８０５で、構成要素はループして、各商品定義候補を選択し、それにフィルタ
を適用する。ブロック８０１で、構成要素は、商品定義候補から次の商品定義を選択する
。決定ブロック８０２で、すべての商品定義候補がすでに選択されている場合、構成要素
はブロック８０６に進み、そうでない場合、構成要素はブロック８０３に進む。ブロック
８０３で、構成要素は、フィルタ適用構成要素２０７を呼び出して、選択された商品定義
の類似度を計算する。決定ブロック８０４で、類似度がそのフィルタの類似度閾値、また
はそのカテゴリの解決キュー類似度閾値を上回る場合、構成要素はブロック８０５に進み
、そうでない場合、構成要素はループして、次の商品定義候補を選択する。ブロック８０
５で、構成要素は、必要に応じて、選択された商品定義を一致し、および潜在的に一致す
る可能性がある商品定義のリストに追加し、次いでブロック８０１にループして次の商品
定義候補を選択する。ブロック８０６で、構成要素は、渡されたフィルタの適用に関連す
るので、商品説明のデータの保全性をテストする。一実施形態において、保全性テストは
、渡されたフィルタによって指定された属性のｐｒｅｓｅｎｔフィールドおよびｖａｌｉ
ｄフィールドによって定義される。ｐｒｅｓｅｎｔフィールドはある属性について真であ
るが、商品説明はその属性を含んでいない場合、またはｖａｌｉｄフィールドはある属性
について真であるが、商品説明内のその属性の値が有効ではない場合、商品説明は保全性
テストを不合格になる。他の保全性テストを行うことができ、類似度を計算する前にテス
トを行うことができることを当業者であれば理解されよう。決定ブロック８０７で、商品
説明が保全性テストをパスした場合、構成要素はブロック８０８に進み、そうでない場合
、構成要素は、商品定義候補のいずれも商品説明に一致しない旨の指示を戻す。ブロック
８０８で、構成要素は、類似度に基づいて、一致するまたは潜在的に一致する可能性があ
る商品定義のリストを格納する。ブロック８０９で、構成要素は、最高類似度を有する一
致するおよび潜在的に一致する可能性がある商品定義を（フィルタのｓｉｚｅタグで示さ
れた）最高サイズ数まで選択し、選択された商品定義を戻す。
【００３１】
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　図９は、一実施形態におけるフィルタ適用構成要素２０７の処理を示すフローチャート
である。ブロック９０１～９０９で、構成要素はループして、フィルタの各属性を選択し
、その属性の属性類似度を計算し、フィルタの実行中のフィルタ類似度を計算する。ブロ
ック９０１で、構成要素はフィルタの次の属性を選択する。決定ブロック９０２で、フィ
ルタのすべての属性がすでに選択されている場合、構成要素はフィルタ類似度を戻し、そ
うでない場合、構成要素はブロック９０３に進む。決定ブロック９０３で、選択された属
性の「ｐｒｅｓｅｎｔ」フィールドが真である場合、構成要素はブロック９０４に進み、
そうでない場合、構成要素はブロック９０５に進む。決定ブロック９０４で、属性が商品
定義に存在している場合、構成要素はブロック９０５に進み、そうでない場合、構成要素
は０のフィルタ類似度を戻す。決定ブロック９０５で、選択された属性の「ｖａｌｉｄ」
フィールドが真である場合、構成要素はブロック９０６に進み、そうでない場合、構成要
素はブロック９０７に進む。決定ブロック９０６で、属性値が商品定義において有効であ
る場合、構成要素はブロック９０７に進み、そうでない場合、構成要素は０のフィルタ類
似度を戻す。ブロック９０７で、構成要素は、選択された属性によって指定された採点メ
ソッドを適用して属性類似度を生成する。決定ブロック９０８で、属性類似度がその属性
の基準値を上回る場合、構成要素はブロック９０９に進み、そうでない場合、構成要素は
０のフィルタ類似度を戻す。ブロック９０９で、構成要素は、重み付きの属性類似度を実
行中のフィルタ類似度に追加し、ブロック９０１にループして、次の属性を選択する。
【００３２】
　図１０～１７は、一実施形態における手動照合サブシステムのユーザインターフェイス
を示す表示ページである。手動照合サブシステムは、商品解決構成要素３０２、照合構成
要素、および調査構成要素を含む。商品解決構成要素３０２によって、ユーザは、照合エ
ンジンによって解決キューに入れられた商品説明を調べることができる。商品解決構成要
素３０２によって、ユーザは、不一致の商品説明を、照合エンジンによって識別された一
致するまたは潜在的に一致する可能性がある商品定義のうちの１つに一致させるか、一致
しているとして識別された商品定義のいずれかを拒否することができる。照合構成要素に
よって、ユーザは、商品定義を検索し、マージして、商品定義に一致することができる不
一致の商品説明を探し出すことができる。また、照合構成要素によって、ユーザは、不一
致の商品説明を探し出し、潜在的に一致する可能性がある商品定義を検索し、不一致の商
品説明を商品定義に一致させることもできる。手動照合サブシステムは、照合エンジンと
同じ規定を使用して、照合エンジンの構成要素を共有して類似度を計算する。また、手動
照合サブシステムによって、ユーザは、解決キューの解決類似度を設定することもできる
。手動照合サブシステムは、その類似度が解決類似度を上回らない任意の商品定義を事実
上破棄する。例えば、解決類似度が０．８であり、解決キューが類似度０．５、０．７５
、および０．８５の３つの潜在的に一致する可能性がある商品定義とともに１つの商品説
明を含んでいる場合、サブシステムは、得点０．５および０．７５の２つの商品定義を破
棄し、得点０．８５の商品定義のみを報告する。このように、ユーザは、ユーザ体験に基
づいて、一致していることを示すには低すぎる類似度を有する商品定義を事実上除去する
ことができる。
【００３３】
　図１０は、一実施形態における解決キューの不一致の商品説明の処理を示す表示ページ
である。表示ページ１０００は、解決キューの不一致の商品説明の属性値１００１を、照
合エンジンによって識別された一致するおよび潜在的に一致する可能性がある商品定義の
属性値１００２とともに含む。各商品定義は、その商品定義を選択するためのチェックボ
ックス１００３を含む。また、商品定義は、照合エンジンによって計算された類似度１０
０４も含むことができる。ユーザは、「ｃｏｍｐａｒｅ」リンク１００６を選択して、不
一致の商品説明と選択された商品定義とのより詳細な比較を表示することができる。ユー
ザは、「ｍａｔｃｈ」リンク１００７を選択して、選択された商品定義を不一致の商品説
明に一致させることができる。ユーザは、「ｒｅｊｅｃｔ」リンク１００８を選択して、
商品定義のいずれも一致しないことを示し、解決キューから不一致の商品説明を削除する
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ことができる。商品解決構成要素３０２によって、ユーザは、解決キュー内を閲覧し、不
一致の商品説明を選択することができる。
【００３４】
　図１１は、照合構成要素を使用した商品定義の検索のプロセスを示す表示ページである
。表示ページ１１００は、検索指定エリア１１０１を含む。ユーザは、検索指定エリアに
検索指定を入力し、次いで「ｓｅａｒｃｈ」リンク１１０２を選択して、検索指定に一致
する商品定義を検索する。この検索は、照合エンジンまたは商品定義テーブル自体によっ
て生成されたインデックスに対して実行され、属性の一致に使用された採点メソッドのい
ずれかを使用することができる。
【００３５】
　図１２は、一実施形態における商品定義検索結果を示す表示ページである。表示ページ
１２００は、元の検索を表示する検索指定エリア１２０１、および検索指定に一致する商
品定義ごとの属性値１２０２を含む。各商品定義はチェックボックス１２０３も含む。ユ
ーザは、チェックボックスを選択し、次いで「ｃｏｍｐａｒｅ／ｍｅｒｇｅ」リンク１２
０４を選択することによって、商品定義のより詳細な比較を比較して、場合によって商品
定義をマージすることができる。
【００３６】
　図１３は、マージ前の商品定義の比較を示す表示ページである。表示ページ１３００は
、比較のために選択された商品定義の属性値１３０１を含む。各商品定義は、商品定義が
マージの主なまたは残存する商品定義となるか、主な商品定義とマージされるか、または
主な商品定義にマージされないかを指定するラジオボタン１３０２を含む。ラジオボタン
を選択した後、ユーザは、「ｍｅｒｇｅ」リンク１３０３を選択して、示したようにマー
ジを実行する。一実施形態において、商品定義がマージされると、マージされた商品定義
に一致した商品説明が主な商品定義に一致するように設定され、マージされた商品定義が
商品定義テーブルから削除され、主な商品定義のみが残る。別の実施形態において、ユー
ザは、マージされた商品定義からどの属性が主な商品定義に追加され、マージされた商品
定義からどの属性が破棄されるかを選択することができる。
【００３７】
　図１４は、一実施形態における商品定義への不一致の商品説明の一致を示す表示ページ
である。表示ページ１４００は、ユーザが商品定義を選択し、この商品定義に一致するこ
とができる不一致のすべての商品説明を表示するよう要求された後で表示することができ
る。表示ページは、商品定義の属性値１４０１、および類似度に従って配列された不一致
の商品説明の属性値１４０２を含む。類似度は、上記の規定を使用して計算することがで
きる。ユーザは、「ｖｉｅｗ　ｍａｔｃｈｉｎｇ」リンク１４０３を選択することによっ
て商品定義と一致する商品説明を表示することができる。ユーザは、不一致の商品説明を
一致させるべきかどうかを決定するのに一致する商品説明を表示することが役立つことを
認識することができる。ユーザは、目的の不一致の商品説明を選択し、「ｃｏｍｐａｒｅ
」リンク１４０４を選択することによって、不一致の商品説明に対する商品定義のより詳
細な比較を表示することができる。また、ユーザは、不一致の商品説明を選択し、「ｍａ
ｔｃｈ」リンク１４０５を選択することによって、不一致の商品説明を商品定義に一致さ
せることもできる。
【００３８】
　図１５は、一実施形態における不一致の商品説明の検索指定の入力を示す表示ページで
ある。表示ページ１５００は、検索指定のエントリの検索指定エリア１５０１を含む。入
力後、ユーザは、「ｓｅａｒｃｈ」リンク１５０２を選択して、検索を実行する。
【００３９】
　図１６は、一実施形態における不一致の商品説明の検索の結果を示す表示ページである
。表示ページ１６００は、元の検索を表示する検索指定エリア１６０１、および検索指定
を満たす不一致の商品説明の属性値１６０２を含む。ユーザは、目的の商品説明のチェッ
クボックスを選択し、次いで「ｓｅｌｅｃｔ」リンク１６０１を選択して、一致する可能
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【００４０】
　図１７は、不一致の商品定義の一致する可能性がある商品定義を示す表示ページである
。表示ページ１７００は、商品説明エリア１７０１、および一致する可能性がある商品定
義の属性値１７０２を含む。一致する可能性がある商品定義は、上述したように規定を使
用して識別することができる。ユーザは、「ｃｏｍｐａｒｅ」リンク１７０３を選択して
、選択された商品定義を不一致の商品説明と比較することができる。比較は、商品定義の
類似度を含むことができる。ユーザは、「ｍａｔｃｈ」リンク１７０４を選択して、選択
された商品定義を商品説明に一致させることができる。
【００４１】
　上述の通り、例示の目的で商品権限システムの実施形態を説明してきたが、本発明の意
図および範囲から逸脱することなく様々な変更を加えることができることを理解されよう
。例えば、手動照合システムは、ユーザが、受信した不一致の商品説明に基づく新しい商
品定義を指定することができるように変更を加えることができる。したがって、本発明は
、特許請求の範囲を除いて限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】一実施形態における商品権限システムのサブシステムを示すブロック図である。
【図２】一実施形態における照合エンジンサブシステムの構成要素を示すブロック図であ
る。
【図３】一実施形態における手動照合サブシステムの構成要素を示すブロック図である。
【図４】一実施形態における商品照合構成要素の処理を示すフローチャートである。
【図５】一実施形態における商品定義への一致構成要素の処理を示すフローチャートであ
る。
【図６】一実施形態における商品定義候補の識別構成要素の処理を示すフローチャートで
ある。
【図７】一実施形態における規定の一致の識別構成要素の処理を示すフローチャートであ
る。
【図８】一実施形態におけるフィルタの一致の識別構成要素の処理を示すフローチャート
である。
【図９】一実施形態におけるフィルタ適用構成要素の処理を示すフローチャートである。
【図１０】一実施形態における解決キューの不一致の商品説明の処理を示す表示ページで
ある。
【図１１】照合構成要素を使用した商品定義の検索のプロセスを示す表示ページである。
【図１２】一実施形態における商品定義検索結果を示す表示ページである。
【図１３】マージ前の商品定義の比較を示す表示ページである。
【図１４】一実施形態における商品定義への不一致の商品説明の一致を示す表示ページで
ある。
【図１５】一実施形態における不一致の商品説明の検索指定の入力を示す表示ページであ
る。
【図１６】一実施形態における不一致の商品説明の検索の結果を示す表示ページである。
【図１７】不一致の商品説明の一致する可能性がある商品定義を示す表示ページである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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